
萬
斯
爾
の
魔
鰯
説

崎
哲
之

は
じ
め
に

　
萬
斯
同
二
六
三
八
－
一
七
〇
二
一
、
字
は
季
野
、
断
江
省
鄭
県
の
人
。
清

代
初
期
の
歴
史
家
で
あ
り
、
　
『
明
史
稿
』
の
監
修
者
で
あ
る
。
彼
の
家
学
は
礼

で
あ
り
、
兄
の
萬
斯
大
は
、
礼
の
大
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
。
萬
斯
同
は
史
家

と
し
て
著
名
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
当
然
な
が
ら
家
学
の
礼
に
も
造
詣
が
深
か
っ

た
。
萬
斯
同
の
文
集
『
石
園
文
集
』
に
は
礼
に
関
す
る
論
説
が
い
く
つ
か
載
せ

ら
れ
て
い
る
し
、
徐
乾
学
の
『
讃
礼
通
考
』
は
萬
斯
同
の
多
大
な
協
力
を
得
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
）

完
成
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
は
、
萬
斯
同
の
『
明
史
稿
』
編
纂
の
一

つ
の
思
想
的
背
景
と
し
て
、
彼
の
礼
思
想
を
廟
制
の
問
題
を
中
心
に
考
察
し
た

い
と
思
う
。

（
凸
）
古
代
の
廟
制
に
関
す
る
論
争

　
漢
代
に
お
い
て
は
、
天
子
は
七
廟
が
基
本
と
さ
れ
て
い
た
。
問
題
は
漢
の
宣

帝
が
二
代
に
わ
た
っ
て
皇
統
か
ら
外
れ
て
い
た
傍
系
か
ら
帝
位
を
継
い
だ
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。
皇
帝
が
、
皇
統
の
祖
と
し
て
前
帝
を
祭
祀
す
る
の
は
当
然
の

こ
と
だ
が
、
で
は
皇
帝
と
し
て
そ
の
実
父
は
ど
の
よ
う
に
祭
祀
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

皇
帝
の
実
父
は
皇
廟
と
な
す
べ
き
な
の
か
。
こ
こ
に
、
皇
帝
は
公
的
な
存
在
で

あ
る
か
ら
、
私
的
で
あ
る
実
父
を
皇
廟
と
し
て
祭
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
立

場
と
、
皇
帝
の
実
父
で
あ
る
以
上
、
当
然
皇
廟
と
し
て
祭
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
立
場
が
、
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
儒
教
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
儒
教
の
基
本
的
支
配
理
念
は
、
親
子
関
係
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
関
係
を

皇
帝
と
臣
下
に
敷
桁
し
て
擬
制
的
親
子
関
係
と
と
ら
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
統
治

を
お
こ
な
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
皇
帝
が
そ
の
親
に
対
し
て

行
う
礼
は
、
儒
教
の
統
治
理
念
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
世
に
垂
範
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
宣
帝
の
場
合
、
皇
統
の
親
と
し
て

の
前
帝
と
、
実
父
の
二
人
の
親
が
い
る
こ
と
に
な
る
。
ど
ち
ら
の
親
が
優
先
さ

れ
る
べ
き
か
。
儒
教
の
根
本
理
念
の
一
つ
で
あ
る
「
親
親
」
概
念
に
か
ら
ん

で
、
こ
れ
は
儒
教
の
本
質
的
な
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
閥
題
の
解
決
は
、
宣
帝
の
時
に
は
、
弥
縫
策
と
し
て
前
帝
昭
帝
と
と
も

に
実
父
の
廟
と
し
て
皇
考
廟
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
先
送
り
さ
れ
て
い
た
の

だ
が
、
哀
帝
の
時
代
に
な
る
と
、
現
実
に
非
常
に
深
刻
な
問
題
と
し
て
立
ち
現

れ
て
き
た
。
変
則
的
な
皇
考
廟
の
存
在
に
よ
り
、
漢
朝
に
と
っ
て
大
功
績
を
も
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つ
雄
帝
で
あ
る
武
帝
廟
が
、
七
廟
か
ら
外
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
い
う

事
態
が
生
じ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
武
帝
廟
を
ど
の
よ
う
に
処
理

す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
紛
糾
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
皇
考
廟
を
認
め
な
い

劉
歌
等
は
、
　
『
礼
記
』
　
「
王
制
」
に
基
づ
く
太
祖
と
三
昭
三
穆
の
七
廟
を
基
本

と
し
、
高
祖
・
文
帝
の
廟
を
別
廟
と
す
る
九
廟
説
を
唱
え
、
廟
数
拡
大
を
は
か

り
つ
つ
、
皇
考
廟
を
別
廟
と
し
て
皇
統
の
枠
外
に
置
く
こ
と
を
は
か
り
、
武
帝

廟
の
位
置
を
構
想
し
た
。
一
方
、
劉
歌
以
前
か
ら
皇
考
廟
を
認
め
よ
う
と
し
て

き
た
葦
玄
成
等
は
、
　
『
礼
記
』
　
「
祭
法
」
に
よ
り
、
太
祖
と
二
昭
二
穆
を
基
本

と
し
、
跳
に
文
武
を
配
す
る
と
い
う
七
廟
説
の
も
と
、
哀
帝
は
皇
考
の
直
系
に

あ
た
る
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
廟
は
廃
棄
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
主
張
を

行
っ
た
。
こ
こ
に
皇
考
廟
と
武
帝
廟
の
処
理
を
め
ぐ
っ
て
、
天
子
の
廟
数
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

う
儒
教
礼
学
上
の
一
問
題
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
は
後
漢
に
も
引
き
継
が
れ
、
劉
歌
の
説
は
王
粛
が
敷
術
展
開
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

葦
玄
成
の
説
は
鄭
玄
が
敷
桁
発
展
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
後
漢
以
後
も
多
く
の
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
〕

者
が
こ
れ
に
つ
い
て
発
言
し
て
い
る
。
し
か
し
礼
の
解
釈
は
、
常
に
そ
の
時
代

の
実
情
を
反
映
す
る
。
明
か
ら
清
へ
の
移
行
期
に
生
き
た
萬
斯
同
の
廟
制
解
釈

に
も
当
然
そ
れ
は
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
次
に
彼
の
廟
制
に
関
す
る

見
解
・
態
度
等
を
具
体
的
に
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

一
二
）
　
萬
斯
同
の
九
廟
説

　
萬
斯
同
の
廟
説
は
、
結
論
か
ら
云
う
と
九
廟
説
の
劉
歌
・
王
粛
を
支
持
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
『
廟
制
圖
考
』
を
著
し
、
九
廟
説
を
表
章
し
た
。
す
な

わ
ち
彼
は
明
の
世
宗
が
九
廟
を
建
立
し
た
と
い
う
事
績
を
取
り
上
げ
、
「
東
漢

自
り
同
堂
異
室
の
制
を
創
為
し
、
先
王
の
七
廟
九
廟
の
規
模
、
遂
に
千
五
百
余

年
観
閲
す
る
を
獲
ず
。
世
宗
（
嘉
靖
帝
一
に
至
り
て
、
一
旦
之
に
復
す
。
量
に

卓
然
傑
識
に
非
ざ
ら
ん
や
。
乃
ち
未
だ
幾
な
ら
ず
し
て
災
に
蓮
い
、
既
に
灰

す
。
而
し
て
復
た
重
ね
て
価
お
同
堂
異
室
の
制
を
為
す
は
、
則
ち
無
識
な
る
こ

と
甚
だ
し
き
か
な
。
然
ら
ば
世
宗
の
九
廟
を
建
て
る
は
、
是
な
り
。
九
廟
を
建

っ
る
も
而
れ
ど
も
客
宗
を
柑
る
は
、
非
な
り
」
（
『
廟
制
圖
考
』
）
と
述
べ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
彼
は
同
堂
異
室
の
制
、
審
宗
廟
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
世
宗
の
父
の

廟
の
間
題
に
っ
い
て
も
合
わ
せ
て
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
点
は
後
ほ
ど
検
討

す
る
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
、
萬
斯
同
が
以
上
の
よ
う
に
九
廟
説
を
支
持
し
た
根

拠
を
検
討
す
る
。

　
萬
斯
同
は
九
廟
説
を
支
持
し
た
と
述
べ
た
が
、
彼
は
一
方
で
は
ま
た
「
帝
王

の
太
祖
以
下
七
廟
を
立
つ
る
は
、
其
れ
常
制
な
り
」
（
『
石
園
文
集
』
巻
三

「
肺
説
」
一
と
、
七
廟
説
を
積
極
的
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ

は
、
廟
に
は
性
格
の
異
な
る
太
祖
廟
・
毅
廟
・
秋
・
不
毅
廟
な
ど
の
種
類
が
あ

り
、
そ
れ
ら
を
い
か
に
解
釈
し
、
ま
た
そ
の
数
を
ど
の
よ
う
に
数
え
る
か
に

よ
っ
て
数
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
彼
は
何

を
以
て
七
と
し
た
の
か
。

　
廟
数
の
問
題
は
、
も
と
も
と
『
礼
記
』
の
記
述
の
矛
層
か
ら
生
じ
て
い
る
。

そ
の
「
王
制
」
に
は
「
天
子
は
七
廟
、
三
昭
三
穆
と
太
祖
の
廟
と
七
な
り
」
と

あ
る
。
一
方
「
祭
法
」
に
は
、
「
王
は
七
廟
を
立
つ
。
一
壇
一
蝉
あ
り
。
日
く

考
廟
、
日
く
王
考
廟
、
日
く
皇
考
廟
、
日
く
顕
考
廟
、
日
く
祖
考
廟
。
皆
な
月

ご
と
に
之
を
祭
る
。
遠
廟
を
跳
と
為
す
。
二
跳
有
り
。
享
嘗
し
て
乃
ち
止
む
」

と
あ
る
。
と
も
に
七
廟
で
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
「
王

制
」
は
太
祖
と
三
昭
三
穆
で
あ
り
、
「
祭
法
」
は
「
遠
廟
を
祓
と
為
す
。
二
祓
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有
り
」
と
祓
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
こ
の
跳
に
誰
を
配
す
る
か
に
よ
っ
て
、
鄭

玄
と
劉
敵
・
王
粛
説
の
廟
数
の
違
い
が
生
じ
て
く
る
。
鄭
玄
は
祓
を
文
王
・
武

王
に
あ
て
、
そ
れ
を
不
毅
廟
と
し
、
太
祖
と
二
昭
二
穆
と
不
毅
廟
で
あ
る
跳
を

含
め
て
七
廟
と
す
る
。
一
方
、
王
粛
は
「
王
制
」
に
法
り
、
跳
を
五
世
の
祖
と

六
世
の
祖
と
し
て
廟
数
に
入
れ
、
不
般
廟
で
あ
る
文
王
・
武
王
の
廟
は
別
廟
と

し
て
立
て
、
廟
数
に
数
え
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
つ
ま
り
実
際
は
九
廟
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
）

る
。
こ
こ
に
七
廟
説
と
九
廟
説
の
違
い
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
萬
斯
同
は
こ
の
間
題
に
つ
い
て
、
鄭
玄
説
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
鄭
玄
が
遷
主
の
蔵
す
る
所
を
跳
と
し
、
文
武
の
廟
を
桃
と
し
た
こ
と
に

反
駁
す
る
。

　
　
按
ず
る
に
跳
に
二
義
有
り
。
一
は
即
ち
超
去
の
意
な
り
。
鄭
氏
の
所
謂

　
　
「
秋
の
言
た
る
や
、
超
な
り
」
と
は
、
是
な
り
。
一
は
即
ち
宗
廟
の
名
な

　
　
り
。
　
「
曙
礼
」
の
所
謂
「
先
君
の
秋
を
映
せ
ず
」
、
　
『
左
伝
』
の
「
其
れ

　
　
敢
え
て
豊
氏
の
桃
を
愛
し
み
、
君
冠
必
ず
先
君
の
眺
を
以
て
之
に
処
れ
」

　
　
と
は
、
是
な
り
。
鄭
氏
又
た
謂
わ
く
「
遷
主
の
蔵
す
る
所
を
秋
と
日
う
」

　
　
と
。
彼
れ
「
祭
法
」
の
二
桃
を
文
武
と
為
せ
ば
則
ち
先
王
の
穆
主
は
文
王

　
　
廟
に
蔵
し
、
先
王
の
昭
主
は
武
王
廟
に
蔵
す
。
固
よ
り
之
を
秋
と
謂
う
べ

　
　
し
。
先
公
の
群
主
を
后
櫻
廟
に
蔵
す
る
が
若
き
は
、
安
ぞ
之
を
秋
と
謂
う

　
　
を
得
ん
や
。
一
『
廟
制
圖
考
』
一

　
鄭
玄
は
桃
を
超
去
の
意
に
捉
え
、
親
が
尽
き
た
遷
主
の
廟
を
蔵
す
る
所
と
解

釈
す
る
が
、
ま
た
、
桃
を
文
王
・
武
王
の
廟
に
配
す
る
。
先
王
の
穆
主
を
蔵
す

る
と
こ
ろ
が
文
王
廟
と
な
り
、
先
王
の
昭
主
を
蔵
す
る
所
が
武
王
廟
と
な
る
。

「
祭
法
」
に
は
二
跳
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
廟
が
鄭
玄
の
説
か
ら
す

る
と
跳
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
鄭
玄
は
さ
ら
に
先
公
の
群
主
を
蔵
す
る
と
こ
ろ

を
后
櫻
廟
と
す
る
が
、
こ
れ
は
「
遷
主
の
蔵
す
る
所
を
跳
と
日
う
」
と
い
う
彼

の
説
か
ら
す
る
と
跳
に
な
る
。
　
「
祭
法
」
に
は
二
秋
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
桃

と
す
る
と
矛
盾
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
萬
斯
同
は
、
さ
ら
に
、
鄭
玄
を
批
判
す
る
。

　
　
「
祭
法
」
に
言
わ
く
、
「
遠
廟
を
桃
と
為
す
。
二
祓
有
り
。
享
嘗
し
て
乃

　
　
ち
止
む
」
と
。
未
だ
嘗
て
指
し
て
何
の
主
と
為
さ
ざ
る
な
り
。
鄭
氏
　
孔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
一

　
　
氏
は
乃
ち
文
武
二
廟
と
を
以
て
之
に
当
つ
。
文
武
は
、
既
に
其
の
功
を
宗

　
　
と
し
て
不
遷
の
廟
と
為
せ
ば
、
則
ち
之
を
尊
び
、
当
に
后
稜
と
等
し
か
る

　
　
べ
し
。
顧
反
て
高
曾
諸
廟
と
を
四
時
の
祭
に
同
享
す
る
を
得
ざ
ら
ん
や
。

　
　
固
よ
り
知
れ
り
、
二
跳
は
乃
ち
高
祖
の
祖
父
に
し
て
文
武
二
廟
を
指
す
に

　
　
非
ざ
る
な
り
。
一
『
廟
制
圃
考
』
一

　
こ
こ
で
、
萬
斯
同
は
、
『
礼
記
』
　
「
祭
法
」
本
文
に
は
、
祓
を
誰
に
配
す
る

か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
点
を
利
用
し
て
跳
を
文
武
に
配
し
た
鄭
玄
を
批
判
す

る
。
経
文
に
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
根
拠
に
す
る
な
ら
ば
、
い
か
よ
う
に
も

解
釈
可
能
で
あ
る
し
、
あ
る
い
は
解
釈
は
不
可
能
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
萬

斯
同
は
む
し
ろ
文
武
は
不
遷
の
別
廟
で
あ
り
、
高
曾
諾
廟
を
四
時
の
祭
に
同
享

す
る
た
め
、
二
祓
を
五
世
六
世
の
祖
に
配
す
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
萬
斯
同
は
『
周
礼
』
「
夏
官
・
隷
撲
」
の
「
五
寝
の
掃
除
を
掌

る
」
の
鄭
註
に
「
天
子
七
廟
は
惟
だ
跳
の
み
、
寝
無
し
」
と
あ
る
こ
と
を
批
判

し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
夫
れ
鄭
氏
は
既
に
文
武
を
以
て
二
桃
と
為
し
、
百
世
不
殴
と
す
。
而
れ
ど

　
　
も
其
の
廟
に
、
反
て
寝
を
設
け
ず
。
是
の
礼
有
ら
ん
や
。
且
つ
周
の
王
業

　
　
は
文
武
に
創
ま
る
。
尊
親
軌
れ
か
焉
に
過
ぎ
ん
や
。
而
し
て
至
尊
至
親
に

　
　
非
ざ
れ
ば
、
寝
廟
の
制
を
備
え
ず
と
謂
わ
ん
や
。
然
ら
ば
則
ち
『
周
礼
』
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は
何
を
以
て
五
寝
室
言
う
か
。
蓋
し
二
跳
は
乃
ち
五
世
六
世
の
祖
な
れ

　
　
ば
、
漸
く
遷
投
の
勢
有
り
て
、
其
の
寝
、
或
い
は
備
え
ざ
る
な
り
。

　
　
一
『
廟
制
圃
考
』
一

　
文
武
廟
を
祓
に
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
矛
盾
が
二
点
起
き
る
。
第
一
点
は
、

文
武
廟
を
桃
と
し
て
尊
重
し
、
百
世
不
毅
と
し
て
お
き
な
が
ら
、
跳
に
の
み
寝

廟
を
設
置
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
尊
重
す
べ
き
文
武
廟
を
他
廟
よ

ヶ
も
簡
略
に
す
る
こ
と
に
な
り
礼
に
反
す
る
。
第
二
点
は
、
周
王
朝
の
創
始
者

は
文
王
・
武
王
で
あ
り
、
彼
ら
は
他
の
王
よ
り
も
至
尊
至
親
で
あ
り
、
当
然
寝

廟
は
設
置
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
萬
斯
同
は
、
む
し
ろ
鄭
玄
の
「
七
廟
の
う
ち

祓
に
の
み
寝
廟
を
設
け
な
い
」
と
い
う
の
は
、
桃
を
五
世
六
世
の
祖
に
配
す
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
親
が
尽
き
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
簡
略
化
し
て
寝
廟

を
設
け
な
く
て
も
よ
い
と
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
鄭
玄
の
廟
数
説
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
「
鄭
康
成
云
わ
く
「
夏
は
五

廟
、
商
は
六
廟
な
り
」
と
。
此
れ
緯
書
の
文
な
れ
ば
信
ず
べ
か
ら
ず
」
一
『
廟

制
圖
考
』
一
と
、
緯
書
で
あ
る
と
し
、
鄭
玄
の
廟
数
説
は
信
ず
る
に
足
ら
な
い

と
す
る
。
萬
斯
同
が
鄭
玄
説
を
緯
書
に
依
る
と
み
な
し
た
根
拠
は
、
門
礼
記
正

義
』
　
「
王
制
」
の
孔
穎
達
疏
「
『
鉤
命
決
』
に
云
わ
く
、
「
唐
尭
は
五
廟
、
親
廟

四
と
始
祖
と
五
な
り
。
萬
は
四
廟
子
孫
に
い
た
り
て
五
、
般
は
五
廟
子
孫
に
至

り
て
六
、
周
は
六
廟
子
孫
に
至
り
て
七
な
り
し
と
。
鄭
、
此
に
擦
り
て
説
を
為

す
。
故
に
七
廟
は
周
制
と
謂
う
な
り
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
萬
斯
同
は
緯
書

を
信
頼
す
べ
き
文
献
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
鄭
玄
説
が
緯
書
に
基
づ
く

か
ぎ
り
、
鄭
玄
の
説
は
信
用
す
る
に
足
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
萬
斯
同
は
鄭
玄
の
廟
説
を
批
判
し
、
跳
を
五
世
の
祖
、
六
世

の
祖
と
み
な
し
、
天
子
の
七
廟
を
太
祖
の
廟
と
三
堕
二
穆
と
み
な
す
「
王
制
」

の
説
を
支
持
し
た
。
こ
れ
が
、
彼
の
言
う
七
廟
で
あ
り
、
こ
の
七
廟
を
廟
数
の

基
本
と
見
な
し
て
「
帝
王
の
太
祖
以
下
七
廟
を
立
つ
る
は
、
其
れ
常
制
な
り
」

一
『
石
園
文
集
』
巻
三
コ
聯
説
」
一
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
次
に
萬
斯
同
の
九
廟
説
で
あ
る
。
彼
は
、
「
敵
言
わ
く
、
般
の
三

宗
、
周
の
文
武
二
廟
は
世
数
の
中
に
在
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
周
は
当
に
九
廟
と
為

す
べ
し
」
一
『
廟
制
圃
考
』
一
と
い
う
。
っ
ま
り
、
劉
敵
説
は
、
殿
の
三
宗
、
周

の
文
武
を
七
廟
の
数
に
入
れ
な
い
た
め
、
九
廟
と
な
る
と
す
る
。
確
か
に
、
前

漢
の
時
代
、
武
帝
廟
の
問
題
が
起
こ
っ
た
と
き
、
劉
歌
の
「
七
と
ぽ
、
其
れ
正

法
の
数
な
れ
ば
、
常
数
と
す
べ
き
者
な
り
。
宗
は
此
の
数
中
に
在
ら
ず
。
宗
は

変
な
り
。
萄
も
功
徳
有
れ
ば
、
之
を
宗
と
し
、
預
め
為
に
数
を
設
く
る
べ
か
ら

ず
」
一
『
漢
書
』
　
「
葦
玄
成
伝
」
一
と
い
う
説
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

劉
歌
自
身
「
宗
は
数
無
き
な
り
」
一
『
漢
書
』
　
「
章
玄
成
伝
」
一
と
必
ず
し
も
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
7
一

廟
に
限
定
す
る
こ
と
は
な
い
と
も
し
て
い
る
。
萬
斯
同
も
其
の
点
に
つ
い
て
は

　
　
按
ず
る
に
、
劉
歌
の
説
に
七
廟
を
謂
う
は
、
乃
ち
常
制
な
り
。
宗
は
世
数

　
　
中
に
在
ら
ず
。
萄
も
功
徳
有
れ
ば
、
則
ち
之
を
宗
と
し
預
め
為
に
数
を
設

　
　
く
る
べ
か
ら
ず
。
是
れ
天
子
の
宗
廟
は
或
い
は
七
、
或
い
は
九
、
或
い
は

　
　
十
一
に
て
定
制
無
き
な
り
。
一
『
廟
制
圖
考
』
一

と
述
べ
、
劉
敵
の
説
は
功
業
が
あ
っ
た
帝
王
は
宗
と
し
て
廟
数
中
に
は
入
れ
な

く
と
も
よ
い
と
し
た
。
其
の
意
味
で
は
、
も
と
も
と
廟
の
数
に
は
、
定
数
が
無

い
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
劉
敵
説
の
裏
付
け
と
し
て
次
の
よ
う
に
の
べ
る
。

　
　
此
を
推
せ
ば
則
ち
商
の
太
丁
の
時
、
高
宗
猶
ほ
七
廟
の
内
に
在
り
て
、
成

　
　
湯
・
太
甲
・
太
戊
を
合
し
て
十
廟
と
為
す
。
周
の
慾
王
の
時
、
武
王
猶
ほ

　
　
七
廟
の
内
に
在
り
て
、
文
王
を
合
し
て
八
廟
と
為
せ
ば
、
必
ず
し
も
奇
数
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に
拘
ず
む
べ
か
ら
ず
。
即
ち
偶
数
も
亦
た
不
可
と
す
る
こ
と
無
し
。
鰯
か

　
　
に
疑
う
ら
く
は
商
の
三
宗
の
既
に
功
徳
有
る
を
以
て
世
祀
す
れ
ば
、
則
ち

　
　
周
の
成
康
は
太
甲
に
減
ぜ
ず
、
周
の
宣
王
は
、
武
丁
に
減
ぜ
ず
。
何
為
れ

　
　
ぞ
世
祀
を
獲
ざ
ら
ん
や
。
寧
ろ
唯
だ
是
れ
の
み
な
ら
ず
、
即
ち
東
遷
の
平

　
　
王
も
亦
た
当
に
不
遷
の
列
に
在
る
べ
し
。
『
左
伝
』
の
王
子
朝
の
乱
を
観

　
　
れ
ば
「
単
子
百
官
を
平
宮
に
盟
う
」
と
。
註
に
「
平
宮
を
以
て
平
王
廟
と

　
　
為
す
」
と
。
時
に
平
王
を
去
る
こ
と
已
に
十
二
世
、
而
れ
ど
も
其
の
廟
、

　
　
猶
ほ
存
す
れ
ば
則
ち
東
周
固
よ
り
平
王
を
尊
び
、
不
遷
廟
と
為
す
か
。
平

　
　
王
既
に
世
祀
す
れ
ば
、
安
ん
ぞ
成
康
及
び
宣
の
世
祀
せ
ざ
る
を
知
ら
ん

　
　
や
。
敵
の
徒
、
般
の
三
君
を
見
て
並
び
に
宗
廟
の
三
君
と
称
し
、
宗
と
称

　
　
せ
ず
。
遂
に
擦
り
て
以
て
説
を
立
っ
。
平
王
亦
た
未
だ
嘗
て
宗
と
称
せ
ざ

　
　
る
も
而
れ
ど
も
東
周
世
々
其
の
廟
を
存
す
る
を
知
ら
ず
。
則
ち
成
康
宣
三

　
　
君
の
世
祀
、
断
じ
て
知
る
べ
し
。
『
国
語
』
に
、
「
高
園
太
王
、
能
く
櫻
を

　
　
帥
す
る
者
な
り
。
周
人
之
に
報
ゆ
」
と
。
『
左
伝
』
の
「
余
敢
え
て
商
園

　
　
亜
園
を
忘
る
」
の
註
に
言
わ
く
「
周
人
其
の
廟
を
敷
た
ず
し
て
、
之
を
報

　
　
祭
す
」
と
。
是
れ
文
武
世
室
の
外
、
周
人
更
に
不
殴
の
廟
有
る
な
り
。
悪

　
　
ん
ぞ
九
廟
の
定
制
を
為
す
こ
と
在
ら
ん
や
。
一
『
廟
制
圃
考
』
一

　
萬
斯
同
は
、
廟
数
に
は
定
数
が
な
い
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
商
の
太

丁
、
周
の
醗
王
の
時
の
廟
数
を
挙
げ
、
必
ず
し
も
奇
数
ば
か
り
で
は
な
く
、
偶

数
で
も
可
と
す
る
。
こ
こ
で
、
商
の
時
の
例
を
根
拠
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼

は
廟
数
を
必
ず
し
も
、
周
の
制
度
を
理
想
と
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
伺
え

る
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
萬
斯
同
は
周
の
不
敷
廟
を
、
文
王
廟
・
武
王
廟

の
他
に
も
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
商
の
三
宗
に
な
ぞ
ら
え
て
成
王
廟
・
康

王
廟
・
宣
王
廟
が
あ
っ
た
と
し
、
そ
し
て
、
『
左
伝
』
　
「
昭
公
二
十
二
年
」
の

杜
預
の
註
を
根
拠
と
し
て
平
王
廟
の
存
在
も
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
「
昭
公
七

　
　
　
＾
8
一

年
」
の
註
を
参
照
し
て
高
圏
・
亜
園
の
廟
を
認
め
て
い
る
。
彼
は
実
に
周
の
不

投
廟
を
八
廟
数
え
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
周
の
不
毅
廟

の
存
在
を
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
の
廟
制
は
功
績
の
あ
っ
た
王
を
不
投

廟
と
す
る
と
い
う
劉
歌
・
王
粛
の
説
を
裏
付
け
る
の
で
あ
る
。
萬
斯
同
は
、
こ

う
し
て
、

　
　
固
よ
り
七
廟
五
廟
は
乃
ち
王
者
の
初
定
の
制
に
し
て
、
後
嗣
に
賢
聖
の
惹

　
　
有
れ
ば
則
ち
此
れ
に
拘
じ
み
て
定
制
を
為
す
を
得
ざ
る
を
知
る
。
（
『
廟
制

　
　
圖
考
』
）

と
い
う
よ
う
に
、
天
子
の
廟
は
、
太
祖
と
三
堕
二
穆
の
七
廟
が
基
本
で
あ
り
、

そ
れ
に
不
股
廟
を
加
え
る
と
い
う
劉
歌
の
説
を
支
持
し
た
。
萬
斯
同
の
九
廟
説

は
、
こ
の
よ
う
に
劉
敵
・
王
粛
説
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
形
式
的
に
は
「
九

廟
」
と
は
い
う
も
の
の
、
実
質
的
に
は
多
数
の
不
殴
廟
を
許
容
す
る
も
の
で
も

あ
っ
た
。
萬
斯
同
が
鄭
説
に
反
対
し
、
劉
散
・
王
崩
説
に
左
担
し
た
の
に
は
、

こ
の
不
毅
廟
の
許
容
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
大
き
な
契
機
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
と
い
う
の
は
、
明
朝
の
歴
史
に
、
ま
さ
に
皇
考
廟
と
類
似
し
た
問
題
が

存
在
し
、
そ
の
間
題
を
論
理
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
、
萬
斯
同
に
と
っ
て
修
史

上
の
切
迫
し
た
重
要
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
三
）
　
審
宗
廟
の
閥
題

　
明
十
二
代
皇
帝
世
宗
一
嘉
靖
帝
一
は
、
武
宗
一
正
徳
帝
一
に
子
が
な
か
っ
た

た
め
、
傍
系
か
ら
入
っ
て
帝
位
を
継
い
だ
者
で
あ
る
。
こ
の
時
、
世
宗
の
実
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
g
一

の
廟
を
め
ぐ
っ
て
意
見
の
対
立
が
生
じ
た
。
結
局
、
こ
の
と
き
も
実
父
の
た
め

に
審
宗
廟
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
態
を
切
り
抜
け
た
。
ま
さ
に
漢
の
皇
考
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廟
と
類
似
し
た
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
劉
歌
・
王
粛
は
皇
考
廟
に
反
対

す
る
意
見
を
持
っ
て
い
た
が
、
萬
斯
同
も
や
は
り
こ
の
容
宗
廟
に
対
し
て
「
九

廟
を
建
っ
る
も
而
れ
ど
も
蓉
宗
を
柑
る
は
、
非
な
り
」
一
『
廟
制
圏
考
』
）
と
、

反
対
し
た
。

　
　
其
の
事
、
二
失
有
り
。
夫
れ
容
宗
は
、
固
よ
り
藩
王
な
り
。
生
き
て
は
未

　
　
だ
天
下
に
君
臨
せ
ざ
る
に
、
没
し
て
廟
中
に
享
祀
し
る
は
、
可
な
ら
ん

　
　
や
。
献
帝
一
容
宗
一
は
固
よ
り
宗
を
称
す
る
に
当
た
ら
ざ
る
に
、
一
且
廟

　
　
に
入
れ
宗
と
称
し
て
、
孝
宗
と
廟
を
同
じ
く
す
る
は
尤
も
非
な
り
。
夫
れ

　
　
献
帝
は
孝
宗
の
弟
と
雛
も
、
武
宗
は
父
従
り
す
。
実
に
両
朝
の
藩
臣
な

　
　
り
。
乃
ち
孝
宗
と
並
び
尊
く
、
且
つ
武
宗
の
上
庸
に
踏
す
る
は
、
春
秋
の

　
　
所
謂
逆
祀
に
非
ざ
ら
ん
や
。
一
『
廟
制
圃
考
』
一

　
萬
斯
同
が
容
宗
廟
に
反
対
す
る
理
由
は
、
二
点
で
あ
る
。
生
前
、
容
宗
は
孝

宗
・
武
宗
の
藩
臣
で
あ
り
、
一
度
た
り
と
も
皇
位
に
登
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
な

の
に
明
の
宗
廟
に
祭
る
と
い
う
の
は
非
礼
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
第
一
点
。
こ

れ
は
、
劉
歌
・
王
粛
等
と
同
様
に
血
統
よ
り
も
皇
統
を
重
視
す
る
立
場
で
あ

る
。
二
点
目
は
、
容
宗
廟
と
孝
宗
廟
と
を
同
室
に
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
容
宗

は
孝
宗
の
弟
で
あ
り
確
か
に
昭
穆
は
同
一
で
あ
る
。
そ
し
て
孝
宗
の
皇
位
を
継

い
だ
も
の
は
実
子
武
宗
で
あ
り
、
こ
れ
は
間
題
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
武
宗
の
後

に
皇
統
を
継
い
だ
世
宗
は
孝
宗
の
弟
審
宗
の
子
で
あ
っ
た
。
皇
統
上
か
ら
み
る

と
孝
宗
は
世
宗
の
祖
父
に
あ
た
る
。
と
す
る
と
実
父
容
宗
と
皇
統
の
祖
父
孝
宗

と
を
同
室
に
祭
る
の
は
、
父
と
祖
父
を
同
室
に
祭
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
容

宗
を
武
宗
の
上
に
位
置
さ
せ
る
こ
と
は
、
血
統
の
父
と
皇
統
の
父
を
違
え
た
位

置
に
置
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
所
謂
「
逆
祀
」
で
あ
り
、
　
『
左
伝
』
で
は
、

礼
に
反
す
る
大
悪
と
し
て
最
も
忌
み
嫌
う
も
の
で
あ
っ
極
。

　
こ
の
よ
う
に
萬
斯
同
は
審
宗
廟
の
存
在
を
「
逆
祀
」
と
い
う
最
大
級
の
財
辞

を
用
い
て
非
難
し
た
。
そ
こ
に
は
萬
斯
同
の
修
史
に
お
け
る
根
本
的
な
思
想
的

立
場
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
い
う
。

　
　
献
帝
を
別
廟
に
移
し
、
容
宗
の
称
を
去
れ
ば
、
則
ち
九
廟
の
制
正
し
く
し

　
　
て
、
九
廟
の
位
次
も
亦
た
正
し
き
な
り
。
一
『
廟
制
圃
考
』
一

　
劉
歌
の
時
代
、
皇
考
廟
は
ま
さ
に
同
時
代
的
ア
ッ
プ
ト
ゥ
デ
イ
ト
な
問
題
で

あ
っ
た
。
彼
は
王
葬
の
新
の
建
團
の
直
前
の
時
代
に
あ
っ
て
、
皇
位
継
承
問
題

に
当
事
者
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
劉
款
に
と
っ
て
は
皇
考
廟
は

現
実
政
治
の
中
で
の
全
く
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
。
一
方
、
萬
斯
同
の
場
合
、

容
宗
廟
問
題
は
、
も
は
や
過
去
の
問
題
で
あ
り
、
劉
款
ほ
ど
に
現
実
的
に
は
切

実
な
問
題
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
が
こ
の
間
題
を
敢
え
て
取
り
上
げ

た
の
は
、
そ
こ
に
ま
さ
に
修
史
と
い
う
契
機
が
絡
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
時
代
は
す
で
に
清
朝
に
な
っ
て
い
た
。
明
朝
の
廟
の
廃
棄
な
ど
は
、
現
実
に

は
も
は
や
無
理
で
あ
り
、
無
意
味
に
近
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
は
献
帝

一
審
宗
）
を
別
廟
と
し
、
ま
た
「
容
宗
」
と
い
う
称
を
去
れ
、
と
あ
え
て
い
う

の
で
あ
る
。
そ
こ
に
存
在
す
る
の
は
「
九
廟
の
制
」
　
「
九
廟
の
位
次
」
を
歴
史

的
に
正
当
に
構
築
し
よ
う
と
す
る
強
い
意
識
で
あ
る
。
そ
れ
は
萬
斯
同
の
歴
史

意
識
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
て
萬
斯
同
が
劉
散
の
九
廟
説
を
支
持
し
た
理
由
の
一
つ
が
明
ら
か
に
な

る
。
萬
斯
同
は
九
廟
説
を
主
張
す
る
が
、
そ
れ
は
基
本
の
七
廟
の
上
に
さ
ら
に

不
駿
廟
を
増
や
し
て
も
よ
い
と
い
う
内
容
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
「
献
帝

一
蓉
宗
）
を
別
廟
に
移
す
」
と
い
う
主
張
が
か
み
あ
う
。
明
の
皇
統
の
正
統
か

ら
は
容
宗
廟
を
去
る
。
し
か
し
九
廟
説
か
ら
す
れ
ば
廟
制
は
拡
大
し
う
る
。
ゆ

え
に
容
宗
廟
は
廃
棄
せ
ず
、
別
廟
と
し
て
位
置
す
る
余
地
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
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れ
に
よ
っ
て
明
の
皇
統
と
宗
廟
と
は
非
常
に
す
っ
き
り
と
し
た
整
合
的
な
も
の

に
な
る
の
で
あ
る
。
萬
斯
同
の
聞
題
に
お
け
る
廟
制
の
問
題
は
、
明
の
歴
史
の

根
幹
の
一
つ
で
あ
る
皇
統
間
題
を
礼
の
側
面
か
ら
解
釈
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　
萬
斯
同
は
修
史
と
い
う
問
題
に
直
面
し
、
こ
の
よ
う
に
正
統
論
的
な
論
理
を

も
っ
て
、
歴
史
の
骨
格
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

よ
う
な
正
統
論
的
な
論
理
構
築
に
は
、
も
ち
ろ
ん
司
馬
光
の
『
資
治
通
鑑
』
の

影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
は
言
う
。

　
　
国
史
を
以
て
主
輔
と
為
し
、
諸
家
の
書
を
以
て
其
の
繁
を
冊
り
、
其
の
謬

　
　
を
正
し
、
其
の
略
を
補
い
、
其
の
疑
を
鉄
す
る
に
、
一
ら
『
通
鑑
』
の
体

　
　
に
倣
い
て
、
以
て
一
代
の
大
観
を
備
え
ん
と
欲
す
。
一
『
石
園
文
集
』
　
「
寄

　
　
反
萢
筆
山
書
」
）

　
歴
史
に
お
け
る
正
統
論
の
確
立
、
萬
斯
同
に
は
『
資
治
通
鑑
』
に
通
ず
る
意

識
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
彼
の
そ
の
歴
史
意
識
は
ま
さ
に
礼
を
基
盤
に
構

築
さ
れ
、
礼
に
お
い
て
論
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
に
廟
制
解
釈
と

い
う
小
さ
な
問
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
萬
斯
同
の
歴
史
意
識
が
濃
厚
に
反

映
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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